
@豆:D
。
日
本
は
既
に
省
エ
ネ
先
進
国
で
あ
り
優
位
な
立
場

。
部
品
や
技
術
の
包
括
提
供
で
日
本
の
強
み
生
か
せ

。
民
間
の
事
業
リ
ス
ク
軽
減
へ
国
の
支
援
も
必
要
に

語

之

政
官
が
値
回
世
力
の
回
目
削
蹴

と
り
つ
回
低
面
相
豊
法
定
し
た
の

を
畏
げ
、
ハ
ム
的
措
凶
や
企
揺
は
訳

々
と
聞
世
語
最
重
打
ち
出
し
て
い

る
。
主
な
円
副
首
と
し
て
は
蚕
円
照

明
や
温
匪
醐
聾
括
ど
の
省
エ
ネ
、

動
輯
時
山
田
体
日
・
早
朝
へ
の
シ

フ
ト
に
よ
高
官
力
開
盟
の
負
帯
平

由
化
で
出
る
。
首
エ
ネ
型
の
オ
フ

ィ
ス
槽
時
や
シ
ス
テ
ム
、
古
田
町
先

覇
地
な
ど
需
生
可
臨
エ
ネ
ル
ギ
!

の
噂
一
み
睡
辿
も
同
ま
っ
て
川
右
。

地
揖
温
恒
山
間
固
」
対
応
す
る

た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
聞
と
し
て
中

白
答
品
邸
周
啓
さ
れ
て
い

t

冊
子
力
括
抵
の
出
旦
nが
聞
い
直

。経育教室Oii電給脊を考える(中)=東京大学教授元橋一之技術革新、強み磨〈好機に[原虫提供不可]
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一一一
さ
品
る
中
で
、
聞
包
は
こ
の
軍
吉

け
の
岡
田
虫
じ
な
く
、
わ
が
国
経
揖

社
会
に
お
廿
る
長
用
的
な
眼
固
と

し
て
畳
け
止
め

-e必聾
が
高
-
唱
。

そ
れ
で
は
、
企
諜
や
車
庖
壱
の

聞
祉
の
惜
出
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

円
桂
樹
革
新
)
に
ど
の
よ
吾
な
臨

曹
を
及
ぼ
す
と
唱
え
弓
れ
る
か
。

人
目
が
輯
世
ず
る
中
古
目
草
程

慣
の
昌
閥
的
註
揖
鹿
の
カ
ギ
壱
雇

る
の
は
イ
ノ
ベ
!
シ
ョ
ン
に
よ
る

生
匡
世
の
上
昇
で
高
弓
戸
惑

荒
は
、
垣
則
的
に
は
企
準
語
酬
を

制
約
す
る
ヘ
ム
詳
加
古
き
い
が
、
長

田
的
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
呼

び
水
と
な
っ
て
今
世
の
成
島
町
暗

帥
刀
と
な
る
可
時
世
が
出
る
。
本

田
で
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
可

能
世
と
、
そ
杭
を
現
実
と
寸
る
た

拍
「
占
思
肘
や
企
型
が
ど
の
よ
互
つ
な

一
打
耐
を
と
る
べ
き
か
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。

〈。〉

‘ 〈。〉

。。。
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ま
ず
、
目
指
は
そ
も
そ
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
到
謡
か
非
常
に
商
い
昔
エ 東

京
大
学
教
授

ネ
売
出
国
で
畠
る
こ
と
事
属
現
摘
し

た
い
.
国
陣
エ
ネ
ル
ギ
ー
融
問
(
I

E
A
〕
続
計
に
よ
る
と
、
国
円
睦

生
産
(
G
D
P
)
当
F吉
田
エ
ネ

ル
ギ
ー
摘
費
量
ほ
語
師
協
力
田
島

惜
柵
λ
O
E
C
D
〕
平
南
よ
り
か

節電経済を考える⑨ 1.. 

欄草輔、強み届《樹勢E

な
り
底
く
、
米
国
や
中
園
田
半
分

程
嬰
白
木
曲
と
な
っ
て
い
4

唱。

「
フ
ラ
ッ
ト
化
す
る
世
界
」
の

署
曹
、
ト
l
マ
ス
・
フ
リ
ー
ド
マ

ン
民
は
「
ア
メ
リ
カ
人
は
も
吾
い

ら
な
い
、
東
京
人
を
陣
容
と
と

大
量
漏
世
誕
互
置
の
挽
酷
で
由
る
米

国
的
立
ヲ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
白
世
界
的

な
広
が
り
E
E
姐
奪
回
ら
し
て
い

る
E

割
極
に
あ
逼
の
が
コ
ン
パ
ク

ト
な
生
面
空
間
で
ス
マ
ー
ト
な
生

}
市
を
す
る
『
東
京
人
」
だ
と
い
-
っ
。

日
本
の
苗
エ
ホ
・
国
邸
前
置
が

曲
ん
で
い
る
脅
長
む
は
、
国
土
の

眼
さ
な
ど
の
自
酷
悪
自
の
ほ
か
、

商
裏
話
面
成
長
に
伴
ろ
一
品
自
問
囲

や
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
時
白
石
油

価
格
商
問
を
莞
廿
企
韓
が
宙
エ
ネ

• 

!
 

arzt~」
L一

や
盟
涜
桂
樹
厄
割
極
的
に
取
り
組

ん
だ
こ
と
が
準
ぜ
り
れ
る
.
政
府

に
よ
る
摺
制
や
省
エ
ネ
・
周
壇
措

置
に
討
す
る
柑
助
金
や
韓
制
躍
と

盟
主
慣
制
度
目
陪
曜
も
大
き
い
。

国
本
は
宙
エ
ネ
や
軒
エ
ネ
白
技

師
面
で
も
缶
両
国
で
昌
司
唱
。
グ
ラ

フ
は
日
本
や
米
国
な
ど
に
出
願
さ

れ
る
京
間
電
池
回
避
時
許
町
出
面

者
事
薗
商
別
に
み
た
も
の
だ
が
、

常
画
特
許
や
史
国
特
許
に
お
い
て

も
自
本
か
ら
の
出
願
特
許
が
前
半

分
を
占
め
て
い
る
。

本
串
的
な
導
入
に
よ
り
式
き
な

町
活
福
果
が
期
待
で
き
る
頚
光
ダ

み
に
さ
岳
に
由
き
を
か
位
。
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
と
ら
え
る
べ
き
で

出
る
。太

田
中
山
出
パ
ネ
ル
や
L
E
D

は
、
半
部
品
チ
ッ
プ
の
よ
互
つ
に
生

直
冠
が

mn告
司
と
と
も
に
品
留
ま

り
し
ゼ
亦
り
製
遁
コ
ス
ト
が
煩
下

す
る
。
世
っ
て
、
製
品
レ
ベ
ル
の

臨
争
力
は
技
師
担
賢
聞
と
の
問
時

が
也
い
。
京
隔
地
面
に
つ
い
て
再

る
と
日
本
企
聾
は
先
端
的
な
措
間

分
野
で
は
強
い
が
、
コ
ス
ト
開
￥

力
で
劣
り
、
市
出
シ
ェ
ア
で
は
欧

米
や
中
国
の
企
栗
田
桂
じ
ん
を
拝

し
て
い
る
.

エ
ネ
ル
ギ
ー
蛮
揖
説
草
の
向
上

な
と
の
研
究
明
尭
ビ
加
え
て
、
冊

聾
白
先
見
性
を
市
出
て
、
企
曹
と

し
て
も
睡
聞
惜
資
担
j
u
ゃ
才
れ
厳

密
宮
町
盟
問
宮
司
こ
と
怒
虫
堕
で
苗

-
唱
。
太
閤
光
な
ど
の
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
抽
出
町
方
向
に
は
間
選
い

な
い
が
、
回
歪
刀
警
の
あ
り
方

も
古
拍
た
長
期
的
抵
園
田
エ
ネ
ル

ギ
ー
町
震
は
末
遣
問
晶
状
哩
L
晶

り
、
措
置
聞
壇
む
し
て
は
良
く
な

い
。
な
る
べ
く
早
く
大
神
だ
け
で

省
エ
ネ
先
進
性

イ
オ
i
ド
(
L
E
D
}
時
間
に
つ

い

τも
、
岡
田
町
統
計
を
品
る
と

司
事
由
特
許
シ
Z
ア
は
的
4
酬
を

占
柏
、
米
国
や
腐
州
を
丈
き
く
引

き
離
し
て
い
る
。
太
閤
電
叫
A
V
L

E
D
は
半
導
体
控
隔
が
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
且
宜
野
に
担

い
て
日
抵
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

メ
ー
カ
ー
の
技
師
レ
ベ
ル
は
、
世

界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
ピ
畠
る
と
い

っ

τい
い
。

A
V
A
V
A
V
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間
電
極
需
は
、
宙
エ
ネ
や
聞
境

対
策
町
田
等
生
で
由
る
日
本
町
瞳

屯
地
や
担
杭
画
的
開
国
を
加
世
長
官
力
加
隔
を
柵
揖
す
べ
き
だ
る
つ
。

E
M
S
(
=
0
5
0
開
=
ロ
『
白
河
た
だ
し
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
l

三
巴
コ
白
伺
【
雷
同
三
回
苫
Z
ヨ
H
軍
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
相
手
を
ひ

庖
用
手
ネ
ル
ギ
l
シ
ス
テ
ム
)
申
、
き
つ
け
昌
た
出
に
オ
i
プ
ン
抵
怯

ピ
ル
円
白
踊
問
.
空
一
醐
醐
も
含
め
た
蹄
と
す
-
る
恒
2一
方
で
、
利
盤
の
前
前
削
皐

エ
壬
占
ネ
市
ル
ギ
l
需
削
盟
草
E
副
を
乞
出
逗
に
信
皿
と
な
る
留
市
要
常
挺
師
は
ク
ロ
.
l
白
'
'
丈
ド

し
て
省
エ
ネ
す
る
B
E
M
s
巳
し
一
てL
、
両
者
の
パ
ラ
ン
ス
を
と

(白宮戸』
詳三-吉白EE冨ロ呂関宮m皇坦ヨ言-需。Eロ己戸

=M帥刷吃句苫m完円
z@昌量E君-官Hu"ピ
「
制
塑
盟
革
車
」
を
南
立
さ
せ
営
-
吾
司
包
-
こ
』
と

ル
用
エ
ネ
ル
ギ
!
シ
ス
テ
ム
)
な
が
盈
聾
で
高
る
a

司
マ
I
ト
ゲ
リ

ど
が
高
-
唱
。
本
格
的
に
市
島
が
立
ッ
ド
に
つ
い
て
は
園
開
的
展
開
を

ち
上
が
っ
た
杭
掘
と
は
い
え
な
い
鐘
厨
に
入
れ
た
門
出
血
信
副
が
巡

が
、
今
回
目
由
也
を
昌
白
惜
と
L
て
、
ん
で
U
る
が
、
H
E
M
S
や
B
E

世
界
に
先
ん
じ
て
事
λ
が
辿
む
可
M
S
町
揖
梧
は
草
者
に
よ
っ
て
パ

時
世
が
出
る
悶
ラ
川
ラ
一
回
状
態
で
出
品
。
国
円
に

世
力
関
盟
百
軍
を
個
別
冊
亜
家
ご
拍
廿
る
昌
弘
醐
化
の
推
迦
と
、
国
際

と
に
把
握
b
な
が
ら
送
配
砥
ネ
ッ
臨
時
制
の
立
軍
が
患
が
れ
る
.

ト
ワ
ー
ク
事
伺
回
す
る
躍
摘
で
出
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ

る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
γ
ド
来
世
時
l
シ

Z
Tム
と
イ
ン
フ
ラ
事
提
を

珪
世
間
制
}
も
、
今
世
再
生
可
値
エ
祖
語
合
わ
せ
千
五
コ
シ
テ
，

tと

ネ
ル
ギ
ー
の
事
λ
が
過
右
中
古
拙
呼
ば
れ
垣
間
境
面
温
型
の
新
し
い

力
を
世
話
的
に
供
括
宮
司
た
め
に
都
市
開
尭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
脚
光

必
悪
性
が
商
ま
る
a

こ
れ
ら
の
シ
を
描
り
て
い
る
e
米
国
申
中
園
、

ス
テ
ム
圭
担
供
一
基
暗
に
は
、
回
イ

Y
Fな
ど
世
界
各
菌
で
尋
的

寄
ご
と
の
耳
目
悼
る
状
認
恒
陪
じ
一
担
辿
眠
T
Dジ
ェ
ク
ト
市
立
ち
上

て
、
毘
選
民
由
日
間
色
佐
み
合
わ
せ
が
っ
て
い
る
布
こ
う
し
た
取
り
組

て
生
体
を
醐
聞
す
る
シ
ス
テ
ム
の
み
は
地
兎
白
デ
ベ
ロ
ッ
パ
十
室
面

め
た
国
際
的
な
コ

νソ
1
シ
ア
ム

〈
企
轄
誕
4
5
ー
に
よ
っ
て
品
め
ら

れ
る
こ
と
出
事
い
。

国
同
嵩
所
で
エ
コ
シ
テ
ィ
i
白

書
涯
毘
睡
が
曲
ん
ぜ
い
る
が
、
事

晴
世
帯
革
世
に
閲
す
る
品
開
肘
惜
不
十

分
だ
a

樺
外
で
の
事
業
で
は
よ
り

大
き
な
リ
ス
ク
圭
怪
7
F
H廿
に
、

日
本
に
担
い
て
テ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

由
来
リ
ズ
ク
事
務
帽
し
、
揺
揮
性

を
考
え
て
健
軍
で
重
る
幸
つ
応
す

べ
き
だ
ろ
吾
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
一
軍
事
は
控
置

の
宙
服
問
団
却
畏
く
な
る
こ
と
か

ら
、
一
喜
三
ク
ト
フ
ァ
チ
ノ

ス
な
ど
蚕
融
面i

で
岨
ノ
ウ
ハ
卓
也

必
要
ビ
な
る
.
民
同
企
曹
が
リ
ス

ク
を
と
っ

τ過
拍
る
官
民
M
l
卜

ナ
i
シ
ッ
プ
(
p
p
p
H
E
E
-
-
n

-u『一4回一
Z
M
M
M

白『
-zdo『mEF司
}

に
対
し
て
、
国
が
宣
躍
す
る
ス
キ

ー
ム
を
暁
吋
す
べ
き
で
あ
誌
。

時
外
に
お
い

τ語
姐
副
主
在
府

軍
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
在
抽
出
る
に

は
、
田
陣
臨
世
が
由
っ
て
前
提
構

想
力
巴
匝
れ
た
人
材
か
不
可
欠
と

な
る
。
揮
外
出
恒
尭
な
人
討
を
祖

国
的
に
活
用
主
唱
な
ど
企
聾
謡
曲

に
お
い
て
も
オ
ー
プ
ン
ゲ
ロ
l
パ

ル
化
白
推
過
が
欠
か
せ
な
い
。

一
段
と

国
際
標
準
つ
か
み
収
益
化
を

も
方
向
性
を
宗
一
す
べ
き
で
畠
る
固

ま
た
、
日
孟
企
曜
は
桂
樹
的
に

は
憧
れ
た
も
の
を
持
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
収
益
也
宮
食
築
制
経

営
に
肩
い
と
い
わ
れ
る
固
苗
エ
ネ

や
調
境
控
出
剛
巴
つ
い
て
も
、
日
本

自
強
み
事
震
情
的
な
而
値
に
す
る

た
め
の
時
闘
を
制
石
こ
と
が
必
彊

で
あ
る
b

手
の
た
め
「
占
司
自
晶
や
製
品

を
生
霞
・
販
売
す
る
方
出
だ
け
で

な
く
、
こ
れ
ら
を
パ
ッ
ケ
l
ヲ
化

し
て
シ
ス
テ
ム
と
し

τ嗣
容
に
据

供
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
柵
聾

す
る
こ
と
が
虫
堕
で
由
る
g

個
々

の
臨
嗣
や
型
品

で
は
海
外
由
時

台
北
串
む
珪
別

化
ず
る
の
が
睡

し
く
、
太
閤
暗

抽
の
よ
亙
つ
に
コ

ス
ト
臣
事
で
直

位
に
立
て
な
い

こ
と
が
多
い
か

ら
で
あ
る
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ

化
型
晶
に
は
、

太
陽
電
極
広
帯

設
計
が
品
喪
と
な
高
a

-
』
一
つ
し
た
祖
雑
な
シ
ス
テ
ム
は

個
々
の
一
製
品
と
比
べ
て
町
出
闘
が
困

難
で
出
る
.
世
っ
て
、
世
界
に
先

回
廿
て
市
闘
が
で
き
晶
ご
と
で
、

日
宜
企
需
が
そ
の
先
存
者
利
益
を

車
受
モ
き
る
司
様
性
が
商
い
。

。A
V
A
V

A
V
A
V
A
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グ
ロ
ー
バ
ル
国
閉
#
に
ら
ん
だ

4
4
1プ
ン
な
時
開
手
と
る
こ
h
も

霊
彊
で
あ
る
、
闇
電
対
震
の
一
車

と
し
て
園
周
援
は
詰
ま
る
が
、

畏
加
m
L
大
き
「
靖
踊
が
広
が
っ

て
い
る
の
は
世
直
や
中
国
な
ど
の

時
外
首
闘
で
あ
る
b

囲
内
冊
担
を

て
こ
巴
し
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
展
開
壱
」
ら
ん
で
世
用
対
抽
県

が
商
い
主
A
テ
ム
量
削
喝
し
て
い

く
こ
と
が
盈
聾
で
由
る
。

祖
置
の
耶
事
者
の
協
軍
刊
日
品
現

な
シ
ス
テ
ム
巴
つ
い
て
は
、
桂
術

的
な
踊
街
化
事
括
討
す
る
障
に
掃

外
措
崩
を
祖
野
に
入
れ

τ噛
め
る

こ
と
が
世
亜
で
畠
る
。
そ
の
t
め

に
は
米
国
や
中
自
立
ど
今
世
大
き

な
市
闘
が
胴
持
で
き
晶
抽
出
回
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